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5.おわりに
1.は じめ に
全国的にも公共事業の見直しが相次ぐ中,岡山県でも1997年10月の行財政
改革答申と11月の大綱によって凍結された18の事業に関して,その再評価が
岡山県の事業評価委員会において始まっているOその凍結された事業の1つ
(*)本稿は,平成11年度後期演習 (ゼミ)において,｢公共事業と地域経済｣に関して調
査 ･研究を行なったグル-プの最終成果レポートの一部が素案になってお り,それを
筆者が大幅に加筆 ･修正したものである｡
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である吉備高原都市建設事業の後期計画については,他の17事業とは事業性
格を異にすることから,別枠の狙織での検討がなされようとしている｡
吉備高原都市建設事業は,その名の通り正に都市の建設であり,地域拠点
施設や集客施設とは性格が大きく異なっているO豊かな福祉社会都市の建設
を目指したビッグ･プロジェクトは,事業決定後20年以上を経過し,時代情
勢の変化のなかで,後期計画の凍結などその開発意義と今後の方向性が問わ
れようとしている｡
本稿では,まず吉備高原都市構想から建設-の経緯を振り返り,その建設
の理念や基本方針,事業計画を中心に概観する｡次に,吉備高原都市の現状
と問題点に関して,統計資料や新聞記事などを中心に考える｡そして,吉備
高原都市の現状と課題を前提にして,実際の居住者に対する住民アンケート
を実施することによって,吉備高原都市に対する (居住者)評価を試みる｡
2.吉備高原都市構想
吉備高原都市は,岡山県中央部の上房郡賀陽町 ･御津郡加茂川町にまたが
る約1,900㌶の地域に計画された人工都市である｡その事業手法は,地域振
興整備公団による地方都市開発整備事業で,計画人口は3万人となってい
る｡障害者の授産施設やリ-ビリセンター,研究施設,吉備高原学園高校な
どの教育施設のある前期計画区域 (432㌶)は1993年に開発が終了し,後期事
業計画 (880㌶)については,そのうちの一部 (Aゾーン:180㌶)が整備さ
れた段階で,現在事業が凍結されている｡
2.1 計画の経緯
吉備高原都市は,県政の指針として1973年にまとめた岡山県組合福祉計画
において,｢自然と調和したふれ合いのある人間優先の新都市を築 く｣とい
う理念のなかで,その構想が発表された｡それは,従来から真空地帯と呼ば
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れてきた県の中央部に位置する吉備高原の一角に,自然環境を生かしながら
保健 ･福祉 ･文化 ･教育などの諸機能を中心とした新しいタイプの都市を建
設しようとする試みであった｡
当時は,高度成長時代の末期から安定成長の時代への移行の中,人々の関
心が物質的な豊かさや利便性の追求から,精神的な豊かさ,良好な生活環境
などに移って行き,また,大都市に集中している人口･産業 ･文化の分散を
図り,個性的な地方都市を整備することが政策課題となっていたときであっ
た｡
また岡山県内の地域状況からすると,県南地域に商工業や人口が集中する
一方で,県中部や北部においては,第一次産業主体の産業構造になってお
り,過疎化や高齢化の進展と相まって,県土の均衡ある発展と適正な人口配
置が課題であった｡
そのような状況を踏まえて,岡山県中部に広がる吉備高原地域に,人間優
先,保健福祉の拠点,環境との調和などを理念に,また岡山県中部地域の活
性化,産業振興を目的として計画されたのが吉備高原都市である｡
地元加茂川町と賀陽町での吉備高原都市建設促進協議会の設置 (1973年11
月),岡山県庁内における新都市建設推進本部の設置 (1974年7月),県と関
連地域で構成される吉備高原都市建設推進協議会の設置 (1974年11月)を経
て,1975年の3月には,吉備高原都市の基本構想がまとめられた｡そこでは
吉備高原都市整備の目的として,以下の4つが示されている｡
①人間都市の創出
人々が相互に理解し,信頼し合えるような新しいコミュニティづくり｡
創造的意欲を育む人間教育の推進や,障害者の社会参加を容易にするこ
と｡コミュニティ活動や,自然環境を生かしたレクリェ-ションの場に
よって,人間性の陶冶,回復の場の形成｡
②新しい保健 ･福祉 ･文化センターの形成
高度福祉社会を目指すため,医療水準の高度化,適切な健康管理体制の
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整備,障害者や高齢者の生きがいを保障するための施策の充実,福祉社会
を支え国際化の進展に対応する人材の育成など｡
③吉備高原地域の振興
発展が遅れ,過疎現象を示していた岡山県中部地域の振興｡
④既存都市の課題解決
岡山県下各都市の住民の要請にこたえて,自然教育,保養,趣味園芸な
どの諸施設の整備や,地域整備の過程で再配置することが望ましいような
機能を受け入れる場の確保などO
また,2年後の1977年9月には,基本構想をより具体化した建設基本計画
が策定された｡その主たる内容には次のようなものがある｡
①吉備高原都市建設は,大規模で長期にわたるので,前期と後期に分けて
実施する｡
②前期計画区域は,｢保健福祉区上 ｢自然教育レクリエーション区上 それ
に,｢研究学園区｣｢産業区｣｢住区｣｢センタ一区｣｢農用区｣の7つの
ゾーンに分け,これらを環状道路で機能的に結びながら整備する｡
③概成目標年次を1990年度におき,完成時の常住人口を約 3万人に見込
む｡
④稔事業費は745億円とする｡
地域振興整備公団は,上記のような基本計画案を1979年 7月に設置した
｢吉備高原都市整備計画委員会｣(18名の委員で構成)に示し,審議の結果,
東認された｡これを受けて,岡山県は地域振興整備公団に対して事業の実施
を要請し,1980年12月に認可された｡
そして1981年に前期計画として,基盤整備事業や,基幹施設の整備建設事
業が始められ,1993年3月に完了した｡引き続き,1994年から後期計画も始
められ基盤整備などがおこなわれたが,岡山県の財政状況が極度に悪化した
ことにより,1998年度から3年間事業が凍結されることになった｡
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2.2 事業計画の概要
(1)整備計画区域
まず,吉備高原都市の全体計画図は,次の図-1のようになっている｡
次に,整備区域面積と (予定)事業費の関係は,義-1のように示されて
いる｡
図-1 吉備高原都市の計画図
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義-1 整備区画面横と概算事業費
区分 .面積 全体計画区域 :約1,912ha
後期計画区域約880ha
前期計画区域 第 1期 第2期 保全農用区
約432ha A,B及びEゾーン C,D及びEゾーン 約600ha
の一部 の一部
約390ha 約490ha
事 業 費 約700位円 ･Aゾーン
負担区分 基盤整備費約153億円
国 :22% B 以降
注)費用に係る数値は,計画当初のものであるQ
(2)都市づくりの特色
吉備高原都市の都市づくりの特色は,以下の4つに要約される｡
①自然景観に配慮した街づくり
無電柱化の実施 (南部住区,Aゾーン),カラー電柱 (北部住区),ケー
ブルテ レビ,建築協定 ･緑地協定 ,景観モデル地区の指定 ,風致地区の
②線の街づくり
住区には造成型に加えて自然型を取り入れて,自然との融合を図る (追
成型は1区画約400ni,自然型は1区画約700ni)
ゆったりとして公園空間 (吉備中央公園,吉備北公園,各ブロックにプ
レイロット)
③障害者や高齢者が暮らしやすい衝づくり
歩行者専用道路 ,スロープ,歩行者専用地下道な どの設置 ,車 と歩道の
分離
行き止まりや湾曲した車道により住区内でのスピードを抑える
④にぎわいと活気のあふれる衝づくり
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センター区などでの各種イベントの積極的開催
(吉備高原夏まつり,車椅子ふれあいロードレースなど)
(3)前期事業について
前期事業は,1980年に開始された｡基盤整備事業として,道路 ･水道 ･公
園等,基幹施設として,総合 リ-ビリテ-ショソセンター･国立吉備少年自
然の家 ･保健福祉のむら･野外活動施設はるみの丘 ･業務商業ビル等の建
設 ･整備がなされた｡そして,前期区域の基盤整備事業は1993年に完了し
た｡また,前期事業区域内の住宅の分譲は1987年から始められた｡前期事業
で整備された施設等とその事業費について以下に示す｡
(4)後期事業について
後期計画の区域はAからEまでの5つのゾーンからなり,合計で約880㌶
である｡それらがAからEまでの5つの区域について順次整備されることと
なっている｡その整備計画の内容は,義-4に示したとおりである｡
1993年には,そのうちのAゾーン (180㌶)の整備に着手し,1996年には岡
山県生物科学総合研究所が竣工したOまた,Aゾーンの住宅分譲は1997年か
ら開始された｡420区画の内,契約区画数は現在60となっている｡
後期事業は,1998年度から岡山県の財政悪化を原因として,岡山県行財政
改革大綱によって3年間凍結されることとなった0
2.3 吉備高原地域テクノポリスについて
高度技術工業集積地域開発促進法 (テクノポリス法)によって,1984年に
吉備高原都市は吉備高原地域テクノポリスの中心地域に指定されたO高度な
技術に立脚した産業 ･研究施設がこの地域を中心に導入,育成されることに
なったQ具体的には,吉備高原都市にはライフサイエンスやバイオ関連産
莱,基礎 ･応用研究機能を配置することとし,吉備高原都市と岡山市を結ぶ
県道 (吉備新線)沿いには応用研究機能や産業支援サービス業,高度加工阻
立型産業の立地を促進することになった0
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義-2 吉備高原都市前期計画事業費の概要 (単位 :億円)
事業区分 事業主体 事 業 内 容 全 体事業費 負 担 区 分県 国 公 団 その他
基盤整備 地域振興整備公団 公団事業費 195 195分譲用地 128 67
関連公共 岡 山 県 鴨滝ダム 33 6 18 9
吉備環状線 ll 7 4
その他(調整池等) 12 5 7
小計 56 6 30 ll 9
(重複無) 45 6 30 9
県 以 外 上水道 35 13 1 21
公共下水道 4 7 14 3
吉備中央公園 12 4 8
その他(町管理公園等) 4 2 8
小計 85 36 25 24
(重複無) 60 36 24
合計 (重複無し) 105 6 66 33
基幹施設 岡 山 県 業務商業ビル 39 39
吉備の里 16 12 3 1
吉備学園高校 46 46
サイエンス館 15 13 2
21世紀の森体験学習農園 3 2 1
小計 119 112 5 2
県 以 外 国立少年自然の家 23 23
総合リ- 136 54 82
協栄年金ホーム 43 43
林原生物化学研究所 60 60
はるみの丘,吉備松下,吉備NC 9 4 5
小計 271 81 190
合 計 390 1121 86 192
総 計 690 246 152 292
構成比率
全体企業費
注)数値は計画当初のものであるO
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義-3 主な施設名とその内容 :前期計画
施 設 名 施 設 内 容
総合リ-ビl)チ-シヨンセンター 被災勤労者などの初期治療,医療 リ-ど
(医療リ-ビリ,職業リ-ビリ) リ,職業訓練
身体 .知的障害者福祉施設(授産施設 .福祉農園) 障害者の生活訓練,産業訓練
身体障害者技術訓練 .雇用施設 身体障害者への先端技術の訓練,雇用の場
(吉備NC能力開発センター,吉備松下) の確保
協栄岡山年金ホーム 身体障害者 .高齢者向けのリ-ビリテ-
シヨン用ペンションを併設した年金ホーム
国立吉備少年自然の家 青少年の宿泊 .野外活動
吉備高原学園高等学校 全寮制で少人数の特徴を生かした ｢全人教
育｣を実践
吉備高原ニューサイ羊ンス館 先端技術 .未来技術を紹介する科学技術館
林原生物化学研究所 バイオテクノロジーによる医薬品原料の研
究と生産
業務商業ビル センター区の中心施設,スーパー,ホテル
テクノポリスの建設を全面的に支援 ･推進する機関として設立されたの
が,｢岡山県新技術振興財団｣である｡また,テクノポリスに関連した施設と
してバイオテクノロジーを使った基礎研究機関の岡山県生物総合科学研究
所,県民の科学技術に関する知識の高揚や中小企業の技術の向上を目的とし
た吉備高原ニューサイェンス館が吉備高原都市内に建設 ･整備された0
1993年には吉備高原都市と岡山市の中間に岡山リサーチパークが建設され
た｡ここでは岡山県工業技術センターと岡山県新技術振興財団などによっ
て,ベ ンチ ャービジネスの育成支援 ,共同研究や共同開発の支援 ,研修 ,情
報提供,産 ･学 ･官の技術 ･人的交流,先端技術の紹介展示などがおこなわ
れているo
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義一 4 後期計画区域の整備計画内容
区 域 施 設 名 面構(ha) 概 要
Aゾーン 岡山県生物科学総合研究所 20.4 バイオテクノロジ-を利用して新品種開発を進める施設(1996年10月に業務 開始)
総合教育研修施設用地 14.6 1995年度に土地取得しているが,施設建設については当面の間,凍結o
東地区217区画住 区 03 8.7 1996年度に取得し,97年10月に住宅供給公社により分譲開
(約 180ha) 姶o
9.1 1997年度に取得し,98年10月に住宅供給公社により分譲開始o
研究産業施設用地 10区画 14.4 1998年度整備完了
自然レクリエーション用地 61.2 1998年度整備完了
道路 .河川 .公園 .線地等 51.6 1998年度整備完了
Bゾーン なだらかな高原地形を生かした自然型 .造成型住宅用地,伝統文化 .
(約 165ha) 交流施設 (匠の村)用地,スポーツレクリエーション施設O
Cゾーン 後期計画区域の中心に位置しており,産業 .サ-ビス業用地,吉備高
(& 125ha) 原都市のポテンシャルを高める集合住宅用地¢
Dゾーン 魅力ある住宅用地,テクノポリスの中核都市としての-イテク産業用
(約220ha) 也,企業の研修施設用地o
注)いずれも1991年の後期計画段階の内容である｡
2.4 吉備高原都市とそれに関連した事業の経過
1973年10月
･岡山県総合福祉計画で新都市建設の構想を示す｡
･賀陽 ･加茂川町が吉備高原都市建設促進協議会を設置｡
1974年7月
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･岡山県が新都市建設推進本部を設置O
1975年3月
･岡山県が吉備高原都市建設基本構想を策定｡
1975年4月
･岡山県が企画部に新都市建設室を設置し,各種の調査,用地買収など
を始める｡
1977年9月
･岡山県が構想を整理,具体化した吉備高原都市建設基本計画を策定0
1978年8月
･岡山県が吉備高原都市建設前期事業実施計画を策定｡
1979年 3月
･地域整備振興公団が基本計画調査に着手｡
1980年10月
･地域整備振興公団に事業を6月に要請し,認可される｡
･吉備松下株式会社 (第3セクター)が設立される｡
1981年5月
･吉備松下株式会社が操業を開始｡
･吉備新線の一部 (新都市一岡山市掛畑間の約4.6km)の供用を開始0
1981年6月
･吉備高原はるみの丘 (野外活動施設)が開業｡
1981年10月
･鳴滝ダムが完成し,貯水を開始｡
1981年11月
･地域開発整備振興公団が吉備高原都市開発整備事業実施計画を決定｡
･21世紀の森 (森林に関する展示,学習の施設)が開園｡
･財団法人吉備高原保健福祉のむら事業団 (福祉農園の管理運営)の設
立認可｡
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1982年 3月
･社会福祉法人吉備の里 (障害者の授産施設を管理運営)を設立｡
1982年 8月
･吉備高原広域簡易水道が給水開始｡
1983年 4月
･福祉のむらの身体障害者および精神薄弱者授産施設事業開始｡
･株式会社吉備 NC能力開発センターが事業を開始｡
1983年 7月
･ノートルダム清心女子大学のセミナー-ウスが完成O
･国立吉備少年自然の家が全面的に業務を開始｡
1983年 8月
･長坂川調整池が完成｡
1984年8月
･吉備高原地域テクノポリスの指定0
1985年10月
･吉備高原ニューサイエンス館が完成0
1986年
･前期計画区域の一部を都市計画法に基づく用途地域と風致地区に描
定｡
1987年4月
･膏備高原下水道供用開始｡
･吉備の里通勤寮事業開始｡
1987年5月
･北部住区の第一次分譲を開始｡
･暫定センターに,ショッピングセンター,中国銀行吉備高原支店が開
業｡
･舌備高原総合リ-ビ1)チ-ションセンタ-が開業0
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1987年7月
･株式会社林原生物科学研究所吉備製薬工場が操業を開始｡
1988年 1月
･オーニック株式会社が操業を開始｡
1990年3月
･吉備高原都市後期基本計画策定調査｡
1990年12月
･吉備高原都市後期計画区域環境調査0
1991年4月
･学校法人害備高原学園高校が開校｡
1991年 8月
･センタ一区業務商業ビル完成｡
1991年11月
･業務商業ビル管理会社の株式会社吉備高原都市サービス (第3セク
ター)が設立｡
･吉備高原都市後期基本調査 (岡山県,地域整備振興公団の共同調査)0
1992年3月
･コリドー ル (回廊) ･円形広場がオープン｡
1992年4月
･業務商業ビル (愛称-きびプラザ),センタ一区広場オープン｡
1992年7月
･協栄年金岡山年金ホームが業務を開始.
1992年11月
･岡山県が吉備高原都市後期計画計画区域の開発基本整備計画を策定0
1993年3月
･吉備中央公園が完成｡
･前期計画区域の基盤整備が完了｡
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･吉備高原ライブプラザ (賀陽町農協の農畜産物加工施設と生産物直売
所)がオープン｡
1993年11月
･拡大区域 (後期Aゾーン)を地域振興整備公団に事業要請し認可｡
1996年3月
･吉備新線の全面供用開始0
1996年8月
･岡山県生物科学総合研究所が開所o(後期計画Aゾーン).
1997年3月
･岡山自動車道開通 (総社 IC～北房 JCT)0
1997年6月
･吉備高原都市後期計画 (B,Eの一部)区域の環境調査着手0
1997年10月
･岡山県行財政改革大綱により,B,Eゾーンの事業着手 (用地取得含
む)は3ヵ年凍結｡
1998年4月
･吉備高原都市小学校が開校.
1999年3月
･後期Aゾーン区域の基盤整備完了O
3.吉備高原都市の現状と課題
3.1 現在の状況
1975年に策定された吉備高原都市建設基本構想に基づいて,1981年に地域
振興整備公団が造成を開始し,吉備高原都市建設事業が本格的に動き始め
た｡その後,さまざまな施設,あるいは企業が操業を開始し,1987年には住
区の第 1次分譲募集が県住宅供給公社によって始まった｡住区の分譲申込
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は,当初極めて好調であり,たとえば,1990年10月の第四次分譲では,平均
競争率が35.7倍にもなった｡申込者の県内外の内訳は,県内が7割で,県外
が3割であったO全国的にも注目を浴び,その後第6次まで行われたが,セ
カンド-ウス的目的や老後の定住目的なども少なからずあり,定住化は進展
しなかった｡第 6次分譲までの定住化率は75%となっている｡
これに後期分譲地区の低迷などが加わり,思うように人口を集積すること
ができず,現在,その数は当初計画していた人口である3万人を大きく下回
る3,000人程度にとどまっている (表15)O
また,1992年に完成した吉備高原都市センター (きびプラザ)においても
商業施設の集積が計画通り進まず,業務商業ビル ｢きびプラザ｣では,現
荏,スーパー,ホテルなど9店舗が入居しているものの,ビル全体での入居
率は50%程度である｡1999年10月には,テナントの賀陽町農協吉備高原支所
が撤退しており,その理由として,預金保有額が2億円と当初見込みの12億
円からの大きな乗離を挙げている｡
産業面においては,高原都市東部の保健福祉地区に隣接する工場公園にお
いて,㈱吉備松下,㈱吉備 NC能力開発センター,㈱オーニックなどが立地
し,操業している｡
㈱吉備松下は,岡山県 (40%) ･加茂川町 ･賀陽町と㈱松下電器産業
表-5 計画人口と現状
区 域 計画人口 (夜間) 現 状
夜 間 人 口 昼 間 人 口
前期区域 5,700人 1,900人 2,ZOO人
後期A.ゾー ン 1,300人
後期Bゾー ン 22,000人 - -
周辺地域 1,000人 1,000人 1,000人
注)2000年の4月時点
- 15 -
396
(51%)の出資による第3セクターとなっており,障害者の雇用促進を図る
ために1980年に設立された全国初の重度障害者多数雇用施設である｡創業時
の雇用者は障害者2人を含む68人であったが,その後,図-2が示すように
売上高も一定の水準に達し,現在では障害者50人を含む120人が雇用されて
いる｡
また,同じ第3セクター方式をとる㈱吉備 NC能力開発センターでは,身
障者に金型放電加工やNCソフトウェアなどの先端技術の訓練をおこなって
いる｡ここでの訓練機関は2年であるが,それを修了した障害者が,その子
会社である㈱オーニックにおいて,精密機械部品の放電加工や生産などに従
事している01988年 1月に操業を開始した㈱オーニックにおける現在の従業
者は14人で,内障害者は6人となっている｡
一方,後期Aゾーンに位置する研究産業区では,1999年 3月に宅地造成の
完成を見たものの,企業誘致は進んでいない状況である｡
3.2 課 題
このような吉備高原都市の現状における問題点を探ってみると,以下のよ
うになる｡
図-2 ㈱吉備松下の売上高の推移
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①都市として1つのコミュニティを形成しづらい｡
都市自体が2つの行政区にまたがっている,あるいは住区が北部,南
部,東部,西部に分かれていることから,地域間において交流に格差が
生まれている｡最初に入居が始まったのが北部住区であり,そこの住民
は強い自治意識を持っている(1)｡また,小学校は吉備高原小学校として
統一されているが,中学校がない｡そのため,小学校の卒業生は賀陽,
加茂川両町の町立中学校に通うことになっている｡
② ｢福祉優先｣の都市づくりであるが,若者にとっては刺激の少ない都
市｡
福祉施設やバリアフリーの整備などを都市全体で押し進めることで,定
年退職者や障害者が多く移り住んでいるが,遊ぶ場所の不足やコンビ
ニ･書店等が存在しないことから若者にとっては刺激の少ない都市と
なっている｡遊ぶときには,片道40分かけて自動車で岡山市内-いくこ
とが多い(2)0
③一部建設された後期計画区域における住区 (東部,西部)のほとんどが
売れ残っている｡
原因としては,生活の不便さ,後期計画の3年間凍結というマイナス ･
イメージなどがあげられるo後期計画地区Aゾーンにおける分譲地は,
地域振興整備公団から岡山県住宅供給公社が東地区 (217区画)を約29
億円,西地区 (203区画)を約30億円の合計59億円で取得しているOまた
分譲方法については,｢別荘や資産運用が目的の人と定住しようとする
意思のある人とが同じ条件で,金銭的にゆとりのある人が相対的に有利
になっており,若い世代の定住を促進するためには,区画の弾力的変更
や分譲価格の変更も必要｣という意見もある(3)O
(1)｢明日- 舌備高原都市①｣朝日新聞,1999年10月5日,岡山地方版
(2) ｢明日- 吉備高原都市③｣朝日新聞,1999年10月7日,岡山地方版
(3) ｢l)ポート 吉備高原都市 ･7｣山陽新聞,1991年8月27日,全県版
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④先行投資とニーズの諦離
吉備高原都市の中枢機能を高め,事業所立地や定住を促進するはずで
あった業務商業ビル (きびプラザ)は,テナント料の高さや需要不足の
面から計画の半分のテナントしか誘致できていない｡結局,都市需要を
大きく上回る規模の先行投資的な施設となっている｡
⑤公共交通機関の不足
テクノポリスの指定要件として,新幹線,空港,高速道路のいずれかの
高速交通体系が利用可能であることがあげられている｡吉備高原都市も
空港に近いという地理的条件を持ちながら,そこまでのアクセス手段が
乏しく,また,唯一の公共交通機関であるバスも1日の本数が限られて
おり,自家用車がなければ移動が非常に困難な状況となっている｡
(丑計画自体に甘さがあった
計画では人口を3万人としていたが,その根拠が欠如している｡また,
その計画が達成できなかったため,鳴滝ダムにおいても1日最大約
4,600トンを給水するはずであったが,現在約2,100トンの給水しかして
おらず,計画の半分にも到達していない｡また,給水人口も計画してい
た12,400人の3分の1ほどの利用しかない状況となっている｡
4.住民アンケートによる評価
4.1 事業評価の目的
第3次全国総合開発計画を背景に成立した ｢テクノポリス法｣に基づいた
地域開発が進むなかで,吉備高原地域も1984年にテクノポリス地域に指定さ
れた｡そして,吉備高原都市はこのテクノポリスの中核に位置づけられるこ
ととなった｡
この都市建設事業にあたって,岡山県が1974年に策定した ｢岡山県総合福
祉計画｣は,それ自体,県政の指針を経済優先から福祉優先へと転換させる
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という画期的なものであった｡しかし,計画と現実が大きく蔀離 してしま
い,様々な問題を抱え,700億という巨費を費やしながら1998年には,岡山県
行財政改革大綱によって3年間の事業の凍結が決定された｡そして,この行
革大綱によって凍結された事業のうち17の事業については,今年度から岡山
県事業評価委員会において検討が開始された｡
本節では,これまでの経過や現状を踏まえて,居住者が吉備高原都市につ
いてどのような意識を抱いているかを探 り,また,今後吉備高原都市整備を
どのようにして進めていくべきものなのかということを把捉することを目的
として,居住者への評価アンケートを実施する｡
4.2 居住者アンケー ト調査
(1)調査票の設計とアンケート
このアンケート調査票を実施するにあたっては,岡山県企画振興部地域振
興課から吉備高原都市に関する説明を受けた｡実施したアンケ-l､票は以下
の通 りであるO
アンケート票
間1.現在の居住地はどこでしょうかo
1.北部住区 2.南部住区 3.Aゾーン (高原地区)
間2.御家族の人数は何人ですか｡
( )入
内,65歳以上の方は ( )入
内,15歳未満の方は ( )人
間3.世帯主の職業に○を付けて下さい｡
1.農林業 2.自営業
5.団体職員 6.無職
3.会社勤務 4.公務員
7,その他 ( )
間4.該当する就業先に○を付けて下さい｡
1.吉備高原都市内 2.高原都市外の加茂川町･賀陽町 3.岡山市
4.倉敷市 5.自宅 6.その他
聞5.吉備高原都市に住み始めたのはいつからでしょうか｡
(西暦19 年 月)あるいは (昭和･平成 年 月)
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間6t前任地は何処でしょうか｡
( 都 ･道 ･府 ･県) ( 市 ･町 ･村)
間7.転居のきっかけは何でしょうか.0を付けて下さいo(複数回答可)
1.就職 2.結婚 3.転勤 ･転職
4.子供の誕生 5.子供の成長 6.定年 ･退職
7.親との同居 8.セカンド-ウスの取得 9.その他 ( )
間8.吉備高原郡市を選択した理由は何でしょうか｡上位3つまでに○を付けて下さ
い｡
1.昔から近くに住んでいた
3.ゆとりある住宅の広さ
5.勤め先が近い
7.道路交通の便の良さ
9.医療 ･福祉施設の充実
ll.その他 (
2.自然環境の良さ
4.景観の保全 (建築条件)
6.高齢者や障害者の住み易さ
8.空港-の近草
10.吉備高原都市の将来の発展を期待
)
(以下,記入される方の御意見 ･御感想で結構です)
間9.吉備高原都市では,住環境保全のため景概モデル指定地区や建築協定や緑化協
定に基づいた住宅建設を行っていますが,これについては如何でしょうか｡(1つ
に○)
1.住環境を維持している 2.運用に問題がある 3.何とも言えない
4.制約がある 5.ほとんど評価しない
間10.県は,吉備高原CATVを利用した地域イントラネットの整備に取り組んでいま
すが,その取り組みをご存知ですかo(1つに○)＼Jヽ､ハ.ヽ)I_,ヽ_ヽヽー_
1.良く知っている 2.多少は知っている 3.聞いたことがある
4.ほとんど知らない 5.初めて聞いた
間11.地区のコミュニティの充実度 ･活性化の程度は如何でしょうか｡(1つに○)＼/ヽノ＼′…
1.活性化している 2.活性化しつつある 3.普通 (まあまあ)
4.もっと努力がいる 5､かなり不満がある 6.何とも言えない
間12.この地域において,花火大会など各種イベントが季節的に行われていますが,
どのように感じておられますか｡(1つに○)､し/■＼/＼′＼′ヽノ…
1.充実している 2.もっとやって欲しい 3.減らして欲しい
4.関心がない 5.何とも言えない
問13.これらのイベントは,どのような効果があると思われますか｡(特に強いもの1
つに○)
1.地域の宣伝効果 2.地域への愛着が増す 3.居住者間の交流促進
4.域外との交流促進 5.あまり効果がない 6.その他 ( )
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間14.吉備高原都市の自動車道路の整備状況については如何でしょうか｡
1.満足している 2.そこそこ満足している 3.普通 (まあまあ)
4.やや不満がある 5.かなり不満がある 6.何とも言えない
間15.吉備高原都市での障害者や高齢者の生活のしやすさは如何でしょうか｡
(1つに○)＼/ヽノ＼/…
1.満足している 2.そこそこ満足している 3.普通 (まあまあ)
4.やや不満がある 5.かなり不満がある 6.何とも言えない
間16.合併などして,例えば,吉備高原都市のような ｢市｣となって欲しい｡
(1つに○)＼＼＼ヽ_＼ヽ_㌔
1.強い希望 2.やや強い希望 3.あまり希望しない
4.希望しない 5.どちらでもい い
間17.今後,自治体 (県や地元町など)が優先して実施すべき政策は何だと思われます
か｡上位3つまでを選択してください｡
1.教育施設の充実 2.商業施設の充実 3.生活資本整備の充実
4.住宅地販売の促進 5.県南都市との交通利便性向上
6.情報インフラの整備 7.企業の誘致促進 8.医療施設の充実
9.高齢者 ･障害者施設 10.Uターンの促進
ll.その他 ( )
間18.現在,岡山県は吉備高原都市の整備事業を凍結していますが,それについての
御意見で最も近いと思われるもの1つに○をつけて下さい｡
1.計画に甘さがあった 2.県財政の危機で仕方がない面もある
3.地元町の一層の協力を期待する 4.早急に見直して欲しい
5.居住者のことを考えていない 6.その他 (
間19.岡山県から吉備高原都市の整備のために,ある程度の住民負担金を協力依頼さ
れたらどうしますかO(lつに○)＼′＼ノ…
1.内容によって判断する 2.負担金の程度による
3.まず応じない 4.内容と負担金の程度による
5.自治会で協議してそれに基づく 6.その他 (
間20,吉備高原都市開発について,現状ではどのような評価をされますかQ
(1つに○)＼/I)帆
1.計画は素晴らしいが,世の中 (時代)が悪かった
2.計画は素晴らしいが,見通しが甘かった
3.計画そのものに無理があった
4.評価をするには,もう少し時間が必要
5.その他 (
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(最後に)
間21.このアンケートに御回答いただいた方は,
年齢 歳 性別 :男 ･女 職業 :有 ･無
通勤以外で,月に何回程度,岡山市内もしくは倉敷市内へ行かれますか｡
(月に 回程度)
間22.日常の食料品等の買い物は主にどこでされますか｡
1.高原都市内のスーパ-
2.賀陽町や加茂川町の商店 .スーパー
3.岡山市や倉敷市などで1週間分買いだめ
4.1と2の併用
5.1と3の併用
6.2と3の併用
7.生協での共同購入
8.その他 (
御意見があれば,お書き下さい｡
(2)調査の概要
アンケート調査は,80円切手を貼った返信用封筒にアンケー ト用紙を入
れ,それをさらに ｢吉備高原都市 ･事業評価アンケート｣と記したより大き
な封筒に入れて,中村研究室ゼミ生の協力で2000年2月16日の1日を使って
各戸の郵便受けに投函したo事前には,各住区の町内会長に,アンケート調
査を実施する旨の手紙を送付した｡
アンケートの配布枚数と回収状況は,次の表に示した通 りである｡全体の
回収率は44.0%と半分を下回っていたが,集合住宅を除いた一戸建てのみで
は47.9%とかなり回収率は高まっている｡また,住宅の中には,ほとんど不
在の世帯もあることを考えると,実質的な回収率は5割を上回っていると思
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地 区 住宅タイプ 配布枚数 回収枚数 回収率
北 部 地 区 一戸建て 153 85 55.6%
集合住宅 52 10 19.2%
南 部 地 区 一戸建て 90 37 .41.1%
A ゾ ー ン 一戸建て 41 26 63.4%
全 住 区 一戸建て 284 136 47.9%
全 住 区 全タイプ 336 148 44.0%
われる｡
北部住区に比べて南部住区における回収率の低さの理由は,南部住区には
比較的別荘地としての立地が多いため定住者が相対的に少ないためと恵われ
るo
(3)調査結果の概要と解釈
･間1 居住地区
147の有効回答のなかで,北部住区が84件と半数以上の57.1%を占めてお
り,次いで南部住区が37件と全体の25.2%,そして後期Aゾ-ンが26件の
17.7%であった｡
間1 居住地区
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･間2 世帯構成人員
最も多かったのが2人世帯で有効回答数147のうち,約40%の58世帯で
あった｡次に多かったのが3人世帯であり,約20%の29世帯であった｡半数
に近い4割の世帯が2人家族であり,さらに,この内32%の18世帯が65歳以
上の家族で構成されている世帯であった｡
147世帯の内,65歳以上の家族がいる世帯数は46と,全体の31.3%であっ
た｡また,高齢者だけの世帯は20世帯あり,全体の約14%を占めている｡
間2 世帯構成人員
E三ヨ1人世帯
EZ≡ヨ2人世帯
匡詔 3人世帯
にヨ 4人世帯
∈≡∃5人以上の世帯
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･間3 世帯主の職業
147の有効回答の内,最も多かったのが ｢会社勤務｣の38.1% (頻度 :56)
であったが,次に多かったのが25.9% (頻度 :38)の ｢無職｣であり,これ
が意外に多かった｡公務員と団体職員は併せて23.1% (頻度 :34)である
が,これは吉備高原都市内の諸施設の管理 ･運営に勤務している世帯である
と思われる｡
問3 世帯主の職業
3.4% 9.5%
匡ヨ 自営業
同 会社勤務
匿ヨ 公務月
田 閲体職員
∈∃ 無職
[=]その他
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･間4 世帯主の就業地
世帯主の就業地については,有効回答数が113である｡最も多いのが,膏備
高原都市及び関係町と岡山市,倉敷市を除くその他地域の35.4% (頻度 :
40)である｡これには,高梁市や津山市,北房町など,更に県外も少なから
ず含まれているo吉備高原都市内を就業地とする世帯主は21.2% (頻度 :
24)と,岡山市を就業地とする23.9% (頻度 :27)より少ないoまた,倉敷
市を就業地とする世帯主と併せると34.5% (頻度 :39)となり,就業地が比
較的広範囲に及んでいることを示している反面,それは吉備高原都市内にお
ける雇用機会の少なさを反映している結果と言えよう｡定住人口増加には,
雇用機会の創出が重要な要素であることが想起されるo
間4 世帯主の就業地
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6.2%
匡ヨ 舌備高原都市
E22加茂川町 ･賀陽町
巨;覇 岡山市
臣コ 倉敷市
∈ヨ 自宅
[二コ その他
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･間5 吉備高原都市の居住歴
147の有効回答数の内,居住年数が 7年以上の世帯が全体の22.4% (顔
皮 :33)と最も多いが,上の居住年数のエリア内では大きな偏 りは見られな
い｡｢1年未満｣の居住世帯が15.6% (頻度 :23),また,｢1年以上 2年未
満｣の居住世帯が19.0% (頻度 :28),｢2年以上 3年未満｣の居住世帯が
13.6% (頻度 :20)となっており,徐々にではあるが定住者の増加傾向がう
かがえる｡
これを居住区別に見ると,前期計画における ｢北部住区｣において7年以
上の居住世帯の割合が最も高く,同 ｢南部住区｣では3年以上5年未満の世
帯割合が高くなっている｡一万,1997年 (平成9年)から分譲を開始したA
ゾーンでは,当然のことながら2年未満の居住者が大多数となっている｡
間5 居住歴
19.0%
E≡ヨ 1年未満
問 1年以上2年未満
E;覇 2年以 l二3年未満
Eヨ 3年以上5年未満
∈∃ 5年以 L7年未満
13.6% ⊂コ 7年以 ヒ
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居住年数と居住区とのクロス
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
巳ヨ1年未満 匿ヨ2年以上3年未満 ∈≡∃5年以上7年末浦
田 1年以L2年未満 E≡ヨ 3年以ヒ朗 -･未満 ⊂コ7年以上
･間6 前住地
吉備高原都市は,県内のみならず広く県外からも立地をうながしていると
ころであるが,県外からの定住世帯は,141の有効回答数の内,約3割となっ
ている｡全体の17%を占める関西地方からの住宅取得世帯のうち,大阪府か
らが最も多く全体の1割近い (頻度 :14)状況となっている｡
間6 前任地
5.0%
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･問7 転居のきっかけ
吉備高原都市の居住世帯に関して,単純に ｢転居のきっかけ｣を複数回答
でたずねた結果,｢その他｣の理由が最も多かった｡次いで,｢定年 ･退職｣
が続いていることから高齢者が多く移住していることがうかがえ,これは問
3の回答に ｢無職｣の割合が2割以上いたことから整合している｡ついで,
15%程度の人が ｢子供の成長｣と ｢転勤 ･転職｣を挙げている｡またセカン
ド-ウスとしての取得は,北部住区84の回答者の内,13.1%の11件,南部住
区37の回答者の内,24.3%の9件となっているO｢その他｣の中には,｢抽選
に当たったから｣という記述も何件かあった｡
間7 転居のきっかけ
35
30
25
20
15
10
5
0
就職 転勤 ･転職 子供の成長
結婚 子供の誕生
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･間8 吉備高原都市を選択した理由
転居に当たって吉備高原都市を選択した理由を複数回答でたずねた結果,
｢自然環境の良さ｣が最も多く73.5% (頻度 :108)の世帯が回答しているO
次いで,｢将来の発展を期待して｣が49.7% (頻度 :73),3番目が ｢ゆとり
ある住宅の広さ｣の46.3% (頻度 :68)という順に続いている｡吉備高原都
市における住宅供給の特徴である ｢良好な自然環境｣と ｢敷地面積の広さ｣
が居住者についても評価された形となっていると言えよう｡また,新たな造
成地帯であることから ｢吉備高原都市の将来の発展を期待して｣が選択した
理由の上位になっているのも当然と言えよう｡
間8 吉備高原郡市を選択した理由
80
70
60
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?
?
?
?
?
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?
?
?
7
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･間21 回答者の年齢層
設問の問9以降は回答者の意見であることから,その前に回答者の特性を
示しておく｡回答者の年齢階層の内訳は,50歳代が28.6% (頻度 :42)で最
も多く,次いで60歳代が23.1% (頻度 :34),3番目が40歳代の21.8% (顔
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皮 :32)となっている020歳から30歳代 といった比較的若い世代の回答者
は,母集団からも想像できるように,少なかった｡
問21 回答者の年齢層
･間21 回答者の性別
回答者の性別については,145の有効回答数の内,男性の割合が62.8% (顔
皮:91)と女性を上回っていた｡
間21 回答者の性別
- 31-
412
･間21 回答者の有職
回答者の職業の有無については,143の有効回答数の内,58.7% (頻度 :
84)が有職者であった｡これは,上の回答者に男性の割合が多かったのと関
係していると思われる｡
また,男性回答者のうち職業の有無に関して回答した89名中,有職者は
74.2% (頻度 :66)であり,女性回答者で職業について回答した54名車,有
職者は33.3% (頻度 :18)であった｡
間21 回答者の職業の有無
･間9 建築協定について
吉備高原都市の住宅建設については,住環境保全のため景観モデル地区の
指定や建築協定 ･線化協定 (最近では,緑地協定),風致地区の指定などに基
づいた街づくりを実施しているが,それについて居住者の評価を尋ねたのが
間9である｡
142の有効回答の内,｢住宅環境を維持している｣と回答した肯定的評価が
42.3% (頻度 :60)と最も多いが,次いで ｢運用に問題がある｣という問題
視する意見も23.2% (頻度 :33)となっており,自由記入欄では,｢建築協定
が守られていない｣という意見もあった｡
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しかしながら,運用方法の改善を考えれば,吉備高原都市における住環境
保全の衝づくりは,一定の評価を得ていると言えようO
住区別には,サンプル数は少ないもののAゾーンにおいて住環境保全に対
する評価の割合が高くなっている｡反対に,｢運用に問題がある｣とする意見
は南部住区でその割合が最も高く現れてる｡
間9 建築協会に関する評価
7.0%
42.3%
Eヨ件環境を維持している
EZZg運用に問題がある
国 何とも言えない
E:ヨ 制約がある
[=]ほとんど剖'･価しない
建築協定に関する評価と居住区とのクロス
/ l^721.% 二g.?I?.≡ 68%:::::45%:::
;i.圭…ode, 312%I:…‥錨 照 ‥…浩 ‥:昌BLyo 23%
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
E≡ヨ 住宅環境を維持 匿ヨ何ともいえない ⊂:]評価しない
EZZ 運用に問題 国 節約がある
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･間10 吉備高原都市の地域イントラネットに関する知識
岡山県では,ギガビットネットワーク研究事業とも関連して,岡山情報-
イウェイと吉備高原都市の CATV が接続されるのを契機に,吉備高原都市
における県南都市部との情報格差を小さくし,さらに自宅をオフィスとする
SOHOなどへの可能性も考えている｡このような施策に対しての居住者の
認知度をたずねたのが間10である｡
147の有効回答の内,｢よく知っている｣という意見が34.7% (頻度 :51)
と最も多く,｢多少は知っている｣という意見を含めると,7割近くの人が多
少なりとも CATV を利用した地域イントラネットの整備の取り阻みを知っ
ており,地域情報整備施策の普及率の高さがうかがえる｡
今後の吉備高原都市の発展には,当該地域における岡山県の積極的な情報
施策の推進が必要条件であると言えよう0
1999年 (平成11年)10月6日の朝日新聞 ･岡山版における連載記事 ｢吉備
高原都市②｣には,｢地域イントラネット整備やボランティアなど,活動が盛
んな北部に比べ,南部はおとなしい｡-｣とある｡居住区別のクロス集計結
果からは,地域イントラネットに対する認識度の有意な違いは,北部住区と
南部住区に関しては現れていないと言えよう｡
間10 吉備高原都市の地域イントラネットに関する知識
4.1%
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E≡]よく知っている
EZZ】多少は知っている
匡ヨ 聞いたことがある
Eヨ ほとんど知らない
□ 初めて聞いた
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地域情報化の知識と居住区とのクロス
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
Eヨ よく知ってい る E3 聞いたことがある [=]初めて聞いた
匹≡∃多少は知って いる E≡ヨほとんど知らない
･間日 地区コミュニティの活性化度について
新たに作られた地域については,地区のコミュニティ形成が大きな課題と
言える｡地区コミュニティの活性化度については,回答者の34.9% (頻度 :
51)が ｢活性化している｣または ｢活性化しつつある｣と回答し,｢もっと努
力がいる｣と回答した24.7% (頻度 :36)を上回る結果となっている｡
これを居住区別に見ると,北部住区についてのみ ｢活性化している｣と回
答していることがわかる｡先の朝日新聞の記事内容は,この設問の回答に反
映されていると言えよう｡また,同記事では ｢1998年4月に開校した小学校
によって南北住区間での交流促進効果が生まれた｣ことを述べている｡この
アンケートからはわからないが,最近分譲を開始したAゾーンに比べると,
活性化状態に対する肯定的意見が多いことから,南部住区においても地区コ
ミュニティの活性化は進展していると想像されよう｡
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間11 地域コミュニティの活性化度
8.9%
26.0%
監ヨ 活性化している
EZZj活性化しつつある
匿ヨ普通 (まあまあ)
田 もっと努力がいる
∈ヨ かなり不満がある
19.9% □ 何とも言えない
コミュニティ居住区とのクロス
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
Eヨ 活性化している 匿ヨ普通 (まあまあ) ∈言 かなり不満がある
匠召油性化しつつある E≡ヨ もっと努力がいる [=]何とも言えない
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･問12 地域イベントについて
吉備高原都市では,居住者の連帯意識を高めるためや地域の情報発信など
のため,様々なイベントに取り阻んできているO そのイベントについてたず
ねたのが間12である｡
144の有効回答の内,半数以上が ｢もっとやって欲しい｣と回答しており,
｢充実している｣と回答した22.9% (頻度 :33)と併せると7割以上とな
り,地域のイベントへの期待が極めて高いと言えよう｡
間12 地域のイベントについて
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･間13 地域のイベントの効果
その期待される地域イベントの効果については,回答者 (頻度 :142)の半
数以上が ｢地域の宣伝効果｣と回答しているO効果には選択肢における複数
の効果があるわけだが,ここでは敢えて最も強いと思われる効果 1つを選択
してもらうようにしているo次いで多いのが ｢域外との交流促進｣効果であ
り,吉備高原都市におけるイベントの広域性が現れていると言えよう｡しか
し,反面,｢居住者間の交流促進｣という効果については6.3% (頻度 :9)
と低く,今後は地域内から生まれるイベントも先のコミュニティの活性化と
の関係で重要な課題として挙げられよう｡
間13 地域のイベントの効果
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50.7%
E≡ヨ 地域の宣伝効果
EZZ]地域への愛着増加
団 居住者間の交流促進
E≡ヨ 域外との交流促進
[=]あまり効果がない
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･間14 道路の整備状況について
吉備高原都市は,基本的には車社会となっているoLたがって,道路の整
備状況については,大半の人が満足を得ていると回答しているo
しかしながら,道路整備の進捗は車社会への依存度の高さの裏返しでもあ
る｡実際,アンケートの最後にある自由記入欄には,｢高齢なので串が使えな
くなったら不安｣といった車依存社会に対する将来を不安視する意見も少な
からず見受けられた｡｢車がなくても不便を感じない程度の生活ができるよ
うに工夫すべきである｣といった意見に集約されていると思われる｡
間14 自動車道路の整備状況について
自動車道路整備の評価と回答年齢とのクロス
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･問15 障害者 ･高齢者の生活のしやすさ
吉備高原都市は ｢福祉｣優先の理念をもった都市でもある｡
障害者 ･高齢者の生活のしやすさに対する評価は,一定の満足水準に達し
ていると評価した割合 (｢満足している｣と ｢そこそこ満足している｣の合
計)は,全体の36.8% (頻度 :53)となっている｡これに対して,不満を示
している回答の割合 (｢やや不満がある｣と ｢かなり不満がある｣の合計)
は,28.5% (頻度 :41)と満足水準の回答の方が若干上回っているものの大
きな差はなく,評価が分かれていると言えよう｡
これを年齢階層別に見ると下のグラフのようになる｡｢そこそこ満足して
いる｣という回答も ｢満足している｣に含めてとらえると,50歳代以上の万
が40歳代以下に比べて満足している割合が若干高 くなっていることに気付
くOまた,｢不満｣と回答した割合も50歳代以上の方が低くなっている｡
この設問に関連した自由回答の記述を見ると,｢救急車に関する不便さの
改善｣と ｢医療施設の充実｣を求める意見が数多くあった｡前者については
4件,後者に関しては10件見られた｡
間15 障害者･高齢者の生活のしやすさ
26.4%
匹ヨ満足している
EZZ そこそこ満足
琶詔 普通 (まあまあ)
E:ヨ やや不満である
∈∃ かなり不満がある
20.8% ⊂コ 何とも言えない
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障害者 ･高齢者の住みやすさと回答年齢とのクロス
20･30歳代
40歳代
50歳代
60歳以上
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E≡ヨ 満足している 匿ヨ普通 (まあまあ) 巨∃ かなり不満がある
匡≡≡〕そこそこ満足 E:ヨ やや不満である [=]何とも言えない
･間16 市への昇格について
有効回答数の6割を超える回答者が ｢合併により市-の昇格｣を希望して
いるD自由記述の意見からは,｢2つの行政体にまたがった不便さ ･不効率
性｣を指摘し,合併すべきであるとの意見も6件見られた｡
問16 合併して市への昇格について
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40.7%
匹]強い希望
医≡2]やや強い希望
国 あまり希望しない
監ヨ希望しない
□ どちらでもいい
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･間17 実施すべき政策
優先して実施すべき政策をたずねたところ,｢商業施設の充実｣(47.6%),
｢県南都市との利便性向上｣(45.5%),｢医療施設の充実｣(45.5%)の3つ
が上位を占めているO
問15のところでも述べたが,個別意見でも ｢医療施設の充実｣については
強い要望があることがわかる｡｢県南都市との利便性向上｣に関しては,公共
交通の充実を求める意見の中で,｢岡山市との直行バスの増便｣を求める意
見,具体的には,午前中と夕方の便の増発を求める意見がいくつかあった｡
他には,交番の設置,街灯の増設などを求める意見も少なからず見られ
たo
間17 優先して実施すべき政策について
50
40
30
20
10
0 ????ー? ?????? ??????????????????? ????? ???????????
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･間18 事業凍結に関する意見
岡山県では平成 9年の ｢岡山県行財政改革大綱｣において,大規模建設事
業の見直しを実施したが,吉備高原都市 (後期)については,｢B･Eゾーン
の事業着手は3か年凍結｡Aゾーンの公団からの用地取得は3か年凍結を検
討｣となっている｡
このような事業凍結に対して居住者の意見をたずねたのが間18である｡有
効回答数は144であるが,その中で ｢計画に甘さがあった｣と ｢財政危機で仕
方がない面もある｣がそれぞれ27.1%と同じ割合であり,次いで ｢早急に見
直しを実施して欲しい｣が22.9となっている｡また,｢居住者のことを考えて
いない｣という厳しい意見も17.4% (頻度 :25)ある｡
以上の結果をまとめると,｢岡山県の財政危機で事業凍結はやむを得ない
面もわかるが,そこには事業計画の見通しに関する甘さもあったのではない
か｡また,事業凍結は居住者のことを考えていない側面があることも否定で
きない｡したがって,できるだけ早い機会に事業凍結に関して見直しを実施
して欲しい｡｣となろうo
周知のように,今年度は行財政改革大綱で凍結した事業に関して見直す年
であるO居住者の意見を十分に聞き,費用対効果を十分に考慮した見直しが
間18 事業凍結に関する意見
2.8%
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E≡ヨ吉i酎こ甘さがあった
EZZZ]財政危機で仕]ない面も
団 地元町の協力を期待する
E:ヨ早急に見直れて欲しい
∈≡∃居住者のことを考えていない
[:コ その他
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重要であると言えよう｡
関連した個別意見では,｢継続的に開発を進めて欲しい｣,｢事業凍結 した
ままでは住宅が売れず上 ｢売れない土地が荒廃し,悪循環をもたらす｣と
いった意見が比較的多い反面,吉備高原都市の性格を考え,自然環境保全の
面から,｢これ以上の開発は抑制すべきである｣との意見もあった｡また,
｢民間に住宅販売の事業を委託したらどうか｣という意見もあった｡
･間19 住民負担金について
｢まず応じない｣という意見は26.5% (頻度 :39)と有効回答数の4分の
1を超えているものの,｢内容によって判断する｣の方がも28.6% (頻度 :
42)と少し上回っている｡また,｢負担金の程度による｣や ｢内容と負担金の
程度による｣,さらに ｢自治会での協議に基づく｣など比較的弾力的な対応を
とる意見がかなりの部分を占めている｡なお,これについては,｢自分たちの
受益に関してはそれなりの負担が必要である｣との個別意見もあった0
間19 郡市整備のための住民負担に対する反応
0.7%
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･間20 吉備高原都市 現状の評価
吉備高原都市は長期に渡る都市づくりであり,それは事業凍結中とは言
え,現在も進行中である｡したがって,その評価を下すには時期尚早と言え
るかも知れない｡しかしながら,長期に渡れば渡るほど見直すタイミングも
重要になってくるoそこで,あえて ｢現状に対する評価｣をたずねたのが間
20である｡
したがって,有効回答数147の内で,｢評価をするのには,もう少し時間が
必要｣という回答が36.7% (頻度 :54)とかなりの割合を占めた｡しかしな
がら,それでも問18における ｢計画に甘さがあった｣とする回答が27.1%も
あったことからも推察できるように,｢計画は素晴らしいが,見通しが甘
かった｣とする回答も同じ割合の36.7%を占めているO
間20 吉備高原都市の現状評価
1 45 -
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･間21 通勤以外での岡山 ･倉敷への訪問頻度
岡山市や倉敷市など県南の都市を通勤以外で訪れている割合については,
毎週1回程度が最も多く,全体の34.1%となっている｡
間21 岡山･倉敷への訪問頻度 (通勤以外)
21.7%
n 月に1回以下
区≡ヨ月に2回から3回
匿翌月に4回から5回
E=l月に6匝lから7回
[コ 月に8回以上
･間22 日常の食料品などの買い物場所
｢岡山市や倉敷市などで1週間分の食料の買いだめをする｣との回答が
34.7%と最も頻度が高かったOまた,｢吉備高原都市内のスーパーで買い物
をする｣よりは ｢生協による共同購入｣の方が頻度において高 くなってい
るO
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間22 日常の食料品などの買い物
?????????????ー ー ?????????? ?????????????? ー ー???? ??????????ー ー???????ー ー
･自由記入の回答より(4)
一般の多くのアンケートでは,自由記入欄に対する記述は極めて少ないの
が普通であるO今回のアンケートでは,しかしながら,144の有効回答の内,
自由記入欄にもコメントをいただいた件数は84件と約6割近い数になった｡
これは,回答者の問題意識,すなわち ｢吉備高原都市｣の現れであるといえ
よう｡
以下では,これまでに紹介した意見の他に,自由記入におけるコメントを
紹介していく｡
まず,間 9では,建築協定に関する意見を訪ねているが,自由記入の欄に
は建築協定に関する意見が7つ見られたOそれらは,｢建築協定や線化協定
(4)自由記入の回答に関する整理は,中村研究室の清水逸司君の協力を得た｡
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が守られていない (南部住区)｣｢それに対しての取り締まりがない｣など協
定の遵守に対して行政指導を強く求めるものが大半であった｡もっとも,協
定は住民相互の取 り決めであり,そこには住民の理解が十分でないこともう
かがえる｡
次いで,2つの町にまたがった地域であるために行政面での不便さや非効
率性を指摘する意見もあり,それが問16における合併についての強い希望と
なって現れている｡周辺地域,特に県南都市部との交通利便性の向上を求め
る個別意見はかなりの数に上っている｡他に行政に対する意見では,｢公共
料金J,特に ｢水道料金が高い｣という記述が4件あった｡
他方,前向きの評価を示した意見に関しても数多くあった｡主要な意見を
以下に示すと,
･自然の中で生活ができて満足している
･環境に満足しており,これ以上の開発は望まない
･緑豊かな地域にして欲しい
･自然と接した子育てができる
･情報部門が発達している
･自然,医療など障害者に対して充実している
･住環境がよい
･北部住区は安心して暮らすことができる
･今の状態がよいので,これ以上の活性化や開発は必要ない
･便利さを求めているのではないので,都会並の生活は望まない
･自然と開発のバランスがよい
など,吉備高原都市の立地環境を理解しての意見があった｡
5.お わ りに
ここでのアンケート調査手法にも依るが,回収率は50%近くに達し,吉備
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高原都市の居住者の意識が低くないことが証明されたと言えよう｡
立地選択の理由としては,住宅環境,特に自然環境の良さにその理由が認
められた｡したがって,それが,建築協定などの遵守を求める意見の多きに
現れたと言えようOまた,予想外に,回答者には県南都市-の通勤者も多
かった｡
地域イベント-の関心や地域の情報化施策に対する認識も高かったと言え
よう｡コミュニティ活性化に関しては,一部に自治会-の出席率が低いと
言った個別意見もあったが,4分の1が徐々に活性化に向かっているという
結果になっている｡そして,これは地区別の高さでは,北部住区,南部住
区,Aゾーンの順になっているO
吉備高原都市建設は,｢都市づくり･街づくり｣である｡したがって,同じ
公的資金を投入する公共事業とはいっても,いわゆる-コモノ施設の事業凍
結と同レベルで議論することはふさわしくない｡そこには現状で計画人口を
大きく下回るとは言え,新たな生活の質を求めて移り住んだ居住者も多く,
また年月を経過して地域コミュニティも形成されてきているからである｡
しかしながら,計画当初とは経済情勢も大きく変化しており,従来型の公
共投資依存の都市開発方式は困難であると言えよう｡したがって,新たな公
共事業の在り方を探っていく中で,(宅地分譲などに)民間活力の導入を検
討し,住民負担の在り方も考慮に入れつつ,堅実な整備が必要とされる｡
岡山県が推進する高度情報化施策 ｢岡山情報ハイウェイ｣を積極的に活用
し,県南都市部との情報格差を縮めることによって,吉備高原都市ならでは
の福祉都市の理念を生かした新産業を形成していく施策努力が求められる｡
福祉関係については,その充実を評価する一万で,｢医療リ-ビリセンター｣
の稼働状況の向上や ｢障害者と共に｣という理念と現実の間の不一致を指摘
する意見もあったOいずれにしても,そこに雇用がなければ定住人口の増加
はあり得ない｡また,定住人口の増加があって初めて,商業施設の機能が発
揮される｡
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とは言ってもアンケート結果にもあるように,県南地域との交通利便性の
向上,医療施設の充実などは最優先課題であると言えよう｡また,比較的小
さなことではあるが,街灯や派出所の整備も要望が強い｡また行政に対して
ほ,水道料金の高さも指摘されている｡そして,今後は,(定住人口の増加に
相まって)自動車交通に依存しない街づくりを推進していく必要があると考
えられる｡
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Kibi Plateau City: Planning Process and
Evaluation by Questionnaire to Residents
Ryohei Nakamura
'Kibi Plateau City' had been planned in 1974 and its construction
started in 1981. Construction plan is divided into two intervals. The
former interval of the construction plan was completed in 1993. The latter
interval, however, has been freezing due to the local financial crisis of
Okayama Prefecture.
This paper first reviews planning process of 'Kibi Plateau City' and
picks up current problems by statistical data and articles of newspapers.
Secondly, questionnaire is made up and implemented to residents.
Finally, according to the results of the questionnaire an evaluation of
'Kibi Plateau City' is proposed.
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